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私のグループではこの9年間、BML-

IRRASという新しいSi表面の振動分光法を開発してきました。特にSi表面の水素と水の反応について多くのあたらしいピークを観測し、計算科学の恩恵を受け、お陰で多数の蜜スペクトルの帰属に成功し、BML-

IRRASの有用性を実証出来ました。

https://ccportal.ims.ac.jp/node/132



